
おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
NO. 企業等名 取組概要 関連ゴール 

１ 株式会社アイズ 

株式会社アイズは二宮尊徳が説いた、生きるために協働し、支え合いながら、自らを

磨き、互いの人格を高め合う「和」の精神を基に、男女平等の雇用や地元を中心とし

た雇用を推進し、ＩＴを活用した地域社会への貢献、また社員の教育についても力を

いれ、「地域社会に根差したＳＤＧｓの取り組み」を実践しています。 

・新しい技術やステップアップへの教育の提供。 

・女性活躍推進優良企業「小田原Ｌエール（ゴールド）」に認定されています。 

・付加価値（資格取得推進制度：一時金）を付けた給与体系の確立。 

・新しい技術への挑戦とＩＴ技術を活用したサービスの提供。 

・差別のない雇用体系（賃金、地位、性別など） 

・省エネルギーと資源の利用効率の向上。（事務所内蛍光灯のＬＥＤ化、資源ごみな

どの分別の徹底、他） 

上記の内容を実践する中「ＳＤＧｓ」を達成するためには、どのような行動をしたら良

いかを考え、実行するための取り組みを行って参ります。 

 

２ 株式会社 Agnavi 

株式会社 Agnavi では１合１８０ｍｌサイズの缶入り日本酒“一合缶®”を通じて日本酒

を世界に広める活動をしています。日本酒は一升瓶や４合瓶など容量が大きく、数

ある日本酒からどれを選べばいいかわからない故に、“日本酒選びを失敗したくな

い”という気持から、ほとんどが“名の知られている銘柄”を選択します。聞いたことが

ない日本酒でも、容易に手に取ってもらい日本酒をより知ってもらう必要があります。

私たちは全国の地酒を一合缶で取りまとめて販売し、世に知れ渡っていない地方の

酒蔵の魅力を発信することで、日本酒の消費拡大を目指しています。また日本酒へ

の缶利用はリサイクルの観点からもメリットがあり、アルミ缶のリサイクル費用は、瓶の

約 1/2 であり、再利用コストが各段に安い。その点 SDGs 含む環境問題、特にゴミの

問題への寄与も期待できます。環境にも配慮しながら歴史ある酒蔵が営利事業とし

て存続安定できるように挑戦を続けていきます。 
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３ 朝翠養蜂販売株式会社 

・小田原産、日本全国の蜂蜜を通じ、人々の健康を守ることを基盤とた食文化の向

上に貢献する。 

・養蜂を通じ、ミツバチが植物の受粉を助けることにより自然環境が守られる。                                 

・早川小学校の児童に養蜂についての勉強会を開催することにより自然の厳しさや

尊さを伝えることができる。 

 

４ 株式会社明日葉 

現在、市内 25 か所の放課後児童クラブ及び放課後子ども教室の運営において、

「SDGs をテーマとしたイベント実施」など、子どもたちに良質な放課後の場を提供す

ることによって、心も体もすこやかな子どもを育みます。企画を実施する上では、様々

な企業・団体とパートナーシップで取り組みます。 

 明日葉は社員の 8 割ほどが女性のため、女性の働きやすい会社作りに取り組んで

います。産休・育休や結婚、ご家族の介護などライフスタイルに合わせて時短勤務や

勤務地の変更等、柔軟な働き方を選択できます。2021 年、「えるぼし」最高位の３つ

星認定を取得しました。 

 市内放課後児童クラブにおいて、様々な企業と連携しながら「SDGs を体験」できる

企画を実施しています。テーマは食品ロスやダイバーシティ、地域密着など様々な

SDGs にかかわるテーマを体験することで、子どもたちが SDGs に関心を持つきっか

けづくりとしています。 

また、環境に関心をもつための企画も実施。企業と連携し、３R（Reduce、Reuse、

Recycle）を体験する企画などを行い、関心を高めています。 

 

５ 
株式会社アースアンド 

ウォーター横浜営業所 

・一般社団法人 日本 SDGs 協会様から事業認定をいただいております。 

・かながわ SDGs パートナーに登録しております。 

・SDGs アワード 2022 で「SDGs 推進ベスト企業賞」を受賞致しました。 

内容 

・節水により削減した CO₂排出量を「節水 CO₂削減ポイント」に換算し、継続的に慈善

団体（日本赤十字社、ウォーターエイドジャパン等）へ寄付をさせていただくアースア

ンドウォーター独自のプロジェクトです。（No．1、17） 

・持続可能な独自の節水管理システムを構築。 
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節水にお取り組みいただくお客様の水道削減量を管理いたします。（No．6） 

・節湯により、お湯を作り出す熱源のガスや電気の消費量を減らし、持続可能な CO₂

排出削減活動に大きく貢献します。（No．7） 

・節水効果の維持と製品ケアを行うためにメンテナンスを実施、自社の製品再生シス

テムにより、製品の持続可能な利用を実現しています。（No．12） 

・節水により削減した CO₂排出量を数値化するため、『節水による CO₂（GHG）排出削

減活動』を第三者認証で発行致します。（No．13） 

HP URL 

https://e-water.co.jp/ 

６ 

ありへいとう製造本舗  

有限会社 

リキ・コーポレーション  

"ゴール 12-3 2030 年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食

料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・サプライチェーンにおける食品ロスを

減少させる。 

ゴール 12-4 2030 年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイク

ルを通じ、環境上適正な化学物質やすべての廃棄物の管理を実現し、人の健康や

環境への悪影響を最小化するため、化学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出

を大幅に削減する。  

ゴール 12-5 2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用によ

り、廃棄物の発生を大幅に削減する。  

近年、国内外でプラスチックの持続的な利用が課題となっている中で、農林水産・食

品産業においても、多くのプラスチック製品を利活用していることから、積極的に対

応していく必要があります。 その為、上記ゴールへ向けて農林水産省が推進するプ

ラスチック資源循環アクション宣言に賛同し企業登録並びに企業活動を行っていま

す。  

また、令和 3 年 10 月 30 日を「全国一斉商慣習見直しの日」として、食品ロス削減に

向けた納品期限の緩和や賞味期限表示の大括り化などの商慣習の見直しの取り組

みにも参加しています。                           ゴール 14-1 

2025 年までに、海洋ごみや富栄養化を含む、特に陸上活動による汚染など、あらゆ
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る種類の海洋汚染を防止し、大幅に削減する。  

プラスチックごみは今、世界中で注目されており、焼却による大気汚染、 流出による

海洋汚染だけでなく、生態系にも大きな影響を与えています。 例えば、海に流出す

るプラスチックごみの量は世界中で年間 800 万トン、 2050 年には海洋中の魚の量

を超えるとの試算が出されています。 私たちの生活様式を見直さない限り、持続可

能な社会・自然環境の構築はもとより、 今の生活を続けていくことさえ難しくなること

が予想されます。 正しい処理やリサイクル方法を広め、バイオマスプラスチックや代

替素材などを理解しながら、 プラスチックと賢く付き合っていくことが重要です。 弊

社と致しましてもそうした様々な取り組みを推進し、さらに広げていくために 環境省

が推進している「プラスチック・スマート」運動に賛同し企業登録並びに企業活動を行

っています。 "      

７ 株式会社あゆみの 

・通信制高校や、国立大学など幅広い教育機関に対して、主体的で対話的な学び

を軸としたプログラム提供やカリキュラムのコンサルティングの提供などを行っていま

す。 

・ジェンダーバランスや働きやすさと生活のしやすさの両立に配慮し、業務委託のメ

ンバーを含めた男女比率が 6：4 となっています。 

・神奈川県の産業振興施策の一貫で、起業支援拠点 HATSU 鎌倉、ベンチャー支援

拠点 SHIN みなとみらいを運営しており、新規産業の創出基盤づくりに取り組んでい

ます。 

・1 年に複数回程度、産業廃棄物のリサイクル処理施設や、行政のごみ処理場への

見学ツアーを企画実施しています。 

・和食の学び舎という料理教室事業において、鎌倉市の六国見山で行われている里

山保全活動への参加や、ワークショップを通じた食×農連携を進めています。 

 

８ ikisato    

"みんなの行きつけの里山を目指して、農体験・田舎体験等のイベントを行なってい

る有志の団体です。以下の取組みを行なっております。 

◯ 遊休地活用における農作物の生産 

◯ 環境保全 
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◯ 農体験を通して食育 

◯ 地産地消 

◯ 有機農法推奨 

◯ 食品ロスの軽減 

◯ 持続可能な農業推進 

◯ 持続可能な地域コミュニティ"      

９ 株式会社イキルカテ 

・地域の農家や生産者と消費者が直接繋がるガストロノミーツーリズム事業を立 ち上

げ、地域の収益拡大、そして住む人たちの文化アイデンティティ育成に取り 組んで

います。 ・地域資源を活用した観光事業を創出すべく地方企業と連携し、観光誘致

に努め ています。 ・フードテクノロジー領域のスタートアップの経営支援にコミット

し、環境問題 に向き合いながら新たな食文化の創出に協力しています。 ・働きがい

のある人間らしい仕事ができる環境づくりのために、社内で新しいこ とを始めたいス

タッフを支援する体制をつくり、社外の人・企業も巻き込んでい きながら現代社会へ

の新たな価値創造に努めています。 ・小田原市の飲食店や事業者と連携し、コト消

費の促進,地域資源を活かした事業 創出支援を通じて小田原市に「食」の観点で新

たな風を吹き込みます。 

 

 

10 株式会社 vivit 

弊社サービス『コアフル』では、スマートフォンを使い、人間のストレスや脳疲労を見え

る化し、ユーザーが自分自身のメンタル状態を定量的に理解しセルフケアできる環

境を提供します。 

例えば企業でご利用頂く場合は、個人のメンタルヘルス不調傾向を予測し、組織が

ケアし、社員がウェルビーイングな状態を維持し働くことができます。 

また、一般の方向けには例えば妊婦さんや子育てする両親のストレスケアを定義的

に行うことで、安心して子育てできる環境の実現します。 

・弊社のフィロソフィ： 

次の時代に、誰の『心』を置き去りにしない。 

人は互いの２“違い”を認め合い、リスペクトしあうことでイノベーションを『無限』に生

み出すことができる。私たちはそう考えています。 
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そのためには人々の心にゆとりがあること、人々が常に『ウェルビーイング』な状態で

あることが重要だと考えています。 

私たちは、『持続可能なウェルビーイング社会』のロールモデルを創造し、次の時代

に繋ぐことを使命と捉えています。 

11 

ウエインズトヨタ神奈川 

株式会社  

小田原２５５店 

・安全運転の啓蒙活動、サポカーの普及推進や体験会などを通じて、地域の交通安

全の推進に取り組んでいます。 

 

・環境負荷低減のため、ハイブリッドカー・プラグインハイブリッドカーなどの環境性能

の高さと高い実用性を備えた車の普及推進、廃棄物や廃部品などの適正な管理と

処理を行っています。 

 

・地域スポーツイベントへの協賛（おだわらスポーツ＆レクリエーションフェスティバル

等）、酒匂川水系のメダカを守り増やす活動、自動車部品の梱包材などを活用した

小田原城の作製など、地域に根ざした活動を通じて豊かな地域社会づくりに取り組

んでいます。 

 

  

１2 

エバスペヒャーミクニ 

クライメットコントロール 

システムズ株式会社 

バスやトラック、建機向けにエンジンを使わないエコな空調機器を提案しています。 

荷待ちやサービスエリアでの仮眠時にアイドリングストップを促進し、運転手様に安

全と快適さを提供するだけでなくエンジンの騒音問題や排出ガスによる環境破壊も

最小限に抑える製品を開発しています。 

また、自動車の電動化を見据えた空気、水、緑、海全ての環境にやさしい社会を共

に目指します。 

ＳＤＧｓの取組として、定期的なごみ拾いや小田原市が主催されている酒匂川堤防芝

桜の植栽管理に参加しております。 

 

13 株式会社エフィシエント 

先端技術でさまざまなことを効率的にしたいという想いで事業を行っています。シス

テムの請負開発も行っていますが、自社でソリューション構築もしています。現在まで

に我々が市場に出した「話し方解析アプリ」や「グッズの転売抑止 AI エンジン」は、教

育分野や他の領域への展開も可能と考えています。また今まで培ってきた開発ノウ
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ハウ（主に IoT、AI の分野）は様々な産業の課題を解決する糸口になると考えていま

す。県内企業として小田原市の発展に寄与していきたいです。 

１4 株式会社オーディーシー  

"オーディーシーは、人と人とのつながりを大切にし、オーディーシーから飛び立つ、

一人一人が持つ最高の技術と人格が一つにまとまることで、 

“最高のサービスの提供”を実現し、社会・福祉に貢献することを経営理念としていま

す。 

オーディーシーの取り組み 

ダイバーシティ推進と働きがいのある職場づくり 

 ・女性活躍推進へ取り組んでいます。 

 ・高齢者、障がい者、LGBT など幅広い雇用を進めています。 

 ・派遣事業によって雇用を増やし、貧困をなくすことを目指します。 

質の高い教育をみんなに 

 ・「世界に羽ばたく表現力豊かな子を育てる！」 

そんな思いから英語保育事業を通じて、英語生活体験空間をメインに子供が楽し

く英語を学ぶ場を提供しています。 

すべての人に健康と福祉を 

 ・子供の健やかな成長を育み、将来の生活習慣病予防、介護予防の為にマッサー

ジを通して健康寿命延伸の一端を担っていきます。 

エネルギー効率改善 

 ・少ない消費電力で植物の光合成に十分な光量を得ることができ、植物を効率よく

生育させる植物栽培用照明装置を提供しています。 

自然の豊かさを守ろう 

 ・名刺などバガスペーパー（サトウキビの搾りかす）を使用し、木材の使用量を減ら

す事に貢献します。     

 

 

 

 

１5 
小田原もくもく・ 

ワーケーション会 

小田原もくもく・ワーケーション会では、サラリーマン・フリーランス・創業予定者など

様々な業種同士で集まり、小田原市内外の素敵なワーケーションスポットを巡りなが
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ら、もくもくと個々の作業をする「もくもく会」を主催しております。 

もくもく会 × ワーケーションにて、自分自身のパフォーマンスを最大限高めうる、心

がときめく作業環境を見つける機会や、各々の自己実現に向けて邁進し、互いを応

援し合える場作りを推進します。 

・4 質の高い教育をみんなに 

「もくもく会」を通じて、勉強を始めるきっかけや、自習を習慣づけられるような機会を

作ることで、学習効果を最大限に高めます。 

・8 働きがいも経済成長も 

小田原市内外のワーケーションスポットを巡りながら、勉強したいこと・作業したいこと

に没頭できる、心がときめく作業環境を探求し、各々の自己実現を目指します。 

・9 産業と技術革新の基盤をつくろう 

勉強や作業で通じた異業種間の仲間同士で交流・連携し、新たな産業やビジネスマ

ッチングの機会を創出していきます。 

・11 住み続けられるまちづくりを  

小田原市内外のワーケーションスポットを巡る中で、施設運営者や周辺地域の住民

等との交流を通じて、経済的・社会的・環境的な要素に触れ、まちづくり参加へのき

っかけになる機会を創出していきます。 

・17 パートナーシップで目標を達成しよう 

サラリーマン・フリーランス・創業予定者など様々な業種同士が連携し合うことで、

各々の目標達成に加えて、「もくもく会」をキーにした官民連携や地域課題の解決を

目指します。 

１6 
神奈川県中古自動車 

販売商工組合 

平成 6 年より毎年、チャリティーオークションでの募集や模擬店の収益 金を交通遺

児のために役立てていただきたいと小田原市社会福祉協議会 交通遺児援護基金

へ寄付をしています。 ・FA 普及協会 FAVT が普及推進する「提供表示式救急キッ

ト FA」を当組合 員の店舗や社用車に救急キットを置き、有事の際などで必要な人

に提供 し、助け合える体制を構築を引き続き取り組んでいく。  
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１７ 
上府中地区まちづくり 

委員会 

健康寿命の延伸を図り、適度な運動と適切な食事、社会参加の充実を目的とした活

動を行っています。具体的には地区内の高齢者を対象に転倒予防体操の普及と、

高齢期におけるたんぱく質の摂取にこころがけた献立作り、社会参加の場づくりとし

て、高齢者等を対象にしたサロン活動を地区内で実施しています。文化・教育面で

の活動として、地域内の埋蔵文化財や地域内の遺跡見学会を実施したり、中学校の

地域理解学習や小学校の総合学習を支援しています。具体的には、中学生とともに

水田耕作を行ったり、小学生に梨栽培の見学会を実施しています。また、学校、家

庭以外の子どもの居場所づくりのため子ども食堂「お結びころりん」の開催や、見守り

拠点として地区内の寺院において「学びやはちす」を開設しています。さらに、住み

続けられるまちづくりとして、「上府中おたすけ隊」を結成し、地域住民のお互いの助

け合いを呼び起こし、高齢社会において、いつまでも住み慣れた場所で、いつまでも

住み続けられる地域づくりを目指して活動に取り組んでいます。 

 

１8 
キリンビバレッジ株式会社 

首都圏統括本部 

キリンホールデイングス㈱と小田原市で 20021 年に締結した包括連携協定に基づき

双方の資産を有効活用し、ＳＤＧs 推進につながる連携取組を通して市民生活の質

の向上・地域社会の活性化を実現します。 

包括連携協定では、６つの連携事項を定め、小田原市とキリンビバレッジが持つ商

品・サービス・ノウハウなどを掛け合わせた取組を展開することで、健康・福祉の増進

や地域産物の振興をはじめとする安心・安全で豊かなまちづくりを進め、小田原市民

生活の質の向上と地域社会の活性化に貢献していきます。 

●連携事項について 

（１）健康・福祉の増進に関すること 

  ・免疫力向上を中心とした健康普及・啓発活動 

（２）地域産物の振興に関すること  ・美食のまちづくりへの参画 

（３）地域の安心・安全に関すること ・地域の安心・安全への協力 

（４）災害対策に関すること     ・地域防災への協力 

（５）水源保全に関すること     ・水源の森林づくりへの協力 

（６）その他、目的達成のため必要な事項に関すること 
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１9 合同会社クアッガ（rebake） 

人も食べ物も社会も幸せにを目標に、パンのお取り寄せ専門サイト rebake（リベイク

https://rebake.me/）を運営しています。rebake では品質に全く問題がないのにも関

わらず、パン屋さん店頭でやむを得ずロスになってしまいそうなパンを全国のパン好

きの皆様にお届けしています。 

rebake では以下のことができます。 

・全国のパン屋さんからお取り寄せ 

・食品（パン）ロスを削減 

・収益の一部を寄付 

rebake に賛同してくださっている会員様は現在 10 万人以上。今までロスにならずに

済んだパンは鉄道車両 10 両分にものぼります。北海道から沖縄まで全国のパン屋

さんのおいしいパンを楽しみつつ、食品ロスの削減に貢献することが可能です。 

自分で作ったパンを捨てることが無くなってストレスがなくなった、チャンスロスを減ら

すことができ店舗の売り上げも上がったなどのお言葉を、ご参加パン屋さんからいた

だいています。 

未来へ良い土壌や自然を残したいという願いを込めて、売り上げの一部は自然保護

団体などへ寄付しております。 

今後も食品ロスを減らしつつ、社会全体の幸福度が上がるような活動を行っていきま

す。 

 

20 株式会社 GLiN 

・小学生/中学生向けに外国人コーチと一緒に英語とプログラミングを学び活用しな

がら SDGｓのトピックを生徒一人一人がクリエイティブに表現する探求学習を実施して

います。今後は小田原市の学校に対しても実施をしていく予定です。SDGs を学ぶの

ではなく子供の興味・好奇心と結びつけることで関心を高める教育を推進していきま

す。 

・地域の自然を楽しみながら外国人コーチとハイキングを実施し、 

SDGｓを学び英語を楽しむ「1 日国内留学」を実施しています。22 年度は小田原市で

も観光地や自然を生かした取り組みを実施予定。小学生や中学生向けと高校生以

上の大人向けの 2 コースを展開します。 
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・アジアの中でも人権問題が最も深刻なミャンマーとオンラインで交流しながら共に英

語でプログラミングを学ぶサービスを展開中。ミャンマーと触れることで人権問題に関

心を持つ人を増やします。 

21 
グリーンマーケットＭＯＡ 

小田原  

" 当社が販売している MOA 自然農法・自然食により、食卓に力を与え、心と身体と

もに健康な個人、家庭、地域社会をつくる。 

また、国内外で地球の危機的状況を打破しようと進めるＳＤＧｓ・環境等に配慮された

商品を選択・購入するエシカル消費・みどりの食料システム戦略を社会と共に進める

ことであると自覚し、社会と共に MOA 自然農法の価値をより創出、共有に努め、地

産地消の野菜市を行い、地場の野菜の充実をはかり、生産者と消費者をつなぎ、相

互理解を促進する「感謝の声」の循環に努める。"   

   

 

 

22 NPO 法人こころみ 

これまで当法人は「笑顔のつながりで仕合せを広げる〜make happiness happen by 

doing & relating〜」という目標を実現するため、「８つのこころみ」として「Live Life 

Love Laugh Legacy Link Local Like」をそのキーワードとして掲げて活動を行っ

てきました。 

具体的には、田植え、稲刈り、田んぼでラグビー、釣りなどを通して子ども達が自然

に触れて情操的な学びを育むとともに、イベントを通じて出会った大人同士がつなが

り、価値観を多様化するような取組を行ってきました。 

また、子どもと大人の居場所作りにも取り組み、古民家を借りて子ども達の学習支援

や各種イベントなどを行い、子ども達にとって自分らしくいられる場所の創出をすると

ともに、そこでも大人同士のつながりを大事に活動を行っています。 

 

23 

    

ＫＯＴＯＭＩ ＧＲＯＵＰ  

株式会社琴美建設  

・カーボンニュートラルな燃料を使用したバイオエタノール暖炉『EcoSmart Fire』製品

の普及、提案をしています。 

・既存塀の上に施工可能・防犯性が高く・コストパフォーマンスも良い・災害時にも安

心である塀『グランドアートウォール』を採用、人々が安心して住み続けられるまちづ

くりに貢献しています。 
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・無駄なゴミを出さずに同じものをより長く使える環境にも配慮された、全く新しい特

殊技術、『ローラーストーン』既存の床（コンクリート・タイル・アスファルト・防水塗装な

ど）にも解体工事を行わず、そのまま施工することが可能です。 

・海の豊かさそして陸の豊かさも守るために様々な活動をしています。 

お客様のお庭へ緑を提案することはもちろんですが、管理のしやすさ・何年たっても

見栄え良くお庭を飾ることを考えお話させていただいております。また、山・川・そし

て海に流れ着くゴミ山も川も海も全てある小田原だからこそ、全てを綺麗に守りたい。

まずは自分たち住む街からゴミを減らす、無くすことを目標にクリーン活動を行いま

す。"        

24 
特定非営利活動法人  

子どもと生活文化協会  

"子どもと生活文化協会（CLCA）は、未来に生きる「子ども」のいのちを育む「生活文

化」を大切にし、子どもが健全に育っていくために「生活」を通して、大人と子どもが

一緒に多様な実践活動を行っています。 

当会は 1992 年の発足以来、SDGs が設定される以前から「誰一人取り残さない」「持

続可能で多様性と包摂性のある社会」の実現をめざした活動を行ってきました。

CLCA では、多様性と包摂性のある社会を「あやもよう」と表現し、会報の名前に冠し

て重視しています。 

・「生活体験合宿」や「ヤッホー！子どもガーデン」など、子どもと大人が一緒に活動

する体験型の教育事業を行っています。 

・発足当初より、不登校や引きこもりへの相談や支援を行うとともに、数年前からは、

学習支援や生活困窮者の自立支援などにも取り組んでいます。 

・耕作放棄地を有効活用した市民農園事業は、市民参加型の環境保全活動に貢献

しています。 

・料理教室や季節の酵素づくりは、健康的な食文化を親子で学ぶ場となっていま

す。 

 

 

 

 

 

25 コムテック株式会社  

"当社は、多種多様な人材の採用と、個人に合わせた社内研修の実現、働きやすい

環境整備という大きく 3 つのテーマに対し取り組んでいます。2022 年 5 月時点での

男女比率は 4:6。2021 年度における育児休業取得後の復帰率は 100％を達成。入
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社後は、導入研修、個人のスキルアップを目的とした研修、プロジェクト参画の為の

事前研修等、個々の状況に合わせた研修を実施しております。さらに、社員の健康

に着目し健康経営優良法人 2022 の認定を受けるなど環境整備にも注力していま

す。 

コムテック株式会社が提供する商品やサービスは、お客様にとっての「Best Value 

Partner」となり一緒に事業を創り上げていくことです。テクノロジーとの融合、時代の

変化に合わせ、今後も柔軟にサービスを創り出し提供し続けます。 

また、コムテック株式会社の事業はパートナー企業様の支援なくしては成り立ちませ

ん。国内外のパートナー企業様と提携し、お客様へ最善のサービスをご提供してい

きます。"      

26 
災 害 ボ ラ ン テ ィ ア チ ー ム

DARST 

SDGs の 11 番目の目標、「住み続けられるまちづくり」を実現するためには、防災を

視野に入れた街づくりが必要です。私たちは、地元小田原市だけに限らず、全国各

地で発生した大規模災害の災害ボランティア活動を行い、そこで得た知識や経験

を、地元小田原市や足柄上地域に寄与し、防災意識の底上げを目指した活動を行

っています。様々な講演を行うほか、社会福祉協議会や小田原市の生涯学習講座

の講師を務めています。また、災害で出た災害ゴミなどの清掃活動を行い、14、15

番目のゴールを目指した地域貢献活動を行っています。これらの様々な活動は、小

田原市ホームページの市民力でも紹介されています。 

その他に、FM 湘南マジックウェイブにて、毎月第１、第３土曜日の夜９時から、災害

ボランティアチーム DARST の番組「ヒーローズ・リーグ」を放送し、防災、防犯、

SDGs、ジェンダー平等、ボランティアをテーマに、毎回様々なゲストをお呼びして１

時間放送しています。「地域を救うのは、地元の名もなきヒーロー」を合言葉に、様々

な分野の方と様々な分野についてお話しし、ラジオを通して広く普及活動を行ってい

ます。チームのメンバーも様々な能力者がおり、消防士、防災士、調理師、通訳士

等々被災地のあらゆるニーズに応えるべく活動を行っています。 
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27 株式会社 Safamii 

当社は SDGs 目標の 3「すべての人に健康と福祉を」の達成に向けて、個々人が癒

しやリラックスを感じられる”チルスポット”を「公園」「植物園」などを含む独自の約 30

以上のカテゴリーで選定しスマホ上でデータ提供を行っています。アプリケーション

上で自分だけの癒し空間をカスタム出来るだけでなく、”チルイベント”への参加や、

リラックス出来る音声コンテンツの提供、ユーザー自身のウェルネス状態(ストレス値な

ど)の計測機能を実装し、増加の一途を辿るストレス・不安や孤独を感じる人口を食い

止める世界観を実現していきます。 

 

 

28 
サントリービバレッジ 

ソリューション株式会社 

⑧テレワーク、オンライン化の導入。定期的なストレスチェックを実施。働き方推進委

員会を設立し柔軟な働き方の推進による生産性の向上。 

⑫資源の持続可能な管理、廃棄物の削減、環境教育提供による情報発信を実施し

ていく中で、PET ボトルの水平循環を啓発し分別やリサイクルの重要性の理解を求

める。（自社処理工場「リサイクル・プラザ JB」での工場見学受入） 

⑬自販機設置先のお客様へ「SDGs13」の活動の一助として総合提案時に「自動販

売機の集約による省エネへの取組み」を提案。自部署に於いても１日当たりの労働

時間削減による電気使用量削減とセールスが使用している車両の走行距離削減を

（エリア効率）行い CO2 削減に取り組む（昨年度から 1％削減） 

⑭リサイクルボックスでの継続的な啓発を実施。自動販売機を通してのプラスチック

問題に対する提案を実施。 

かながわ美化財団管轄での海岸美化活動を実施。 

 

現在、設置先様の自動販売機売上の一部を小田原市様への SDGs 活動募金として

実施させて頂いております。 

 

  

29 GBS 株式会社 

装着ロボット機器/パワースーツの開発メーカーです。物流や倉庫オペレーションで

働く方々に Cray X パワースーツ をご利用いただくことで、腰の負担を低減していま

す。倉庫オペレーションの現場では高齢者や女性の活用などダイバーシティ(#5)の

取り組みとして活用いただいており、機器の導入による生産性の向上を機器搭載の

センサーデータの活用で証明して導入を広げてもらう取り組み(#8,#9)を行っていま
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す。トラックドライバーの不足を検案する 2024 年問題をはじめ、燃料費の高騰など物

流に関わる課題は多くの事業者、消費者の懸案となっています。小田原の方々と幅

広にお話し、ご相談する機会をこちらのパートナー登録と、イノベーションラボにお邪

魔する機会を通して得られればと思います。 

30 株式会社ＪＲＣ 

株式会社 JRC は、4 つのテーマを通じてＳＤＧｓの取り組みへ貢献して参ります。 

⑦.エネルギーをみんなに、そしてクリーンに ⑬.気候変動に具体的な対策を 長年

培った再生可能エネルギーの販売・施工実績を生かして小田原市民の皆様、 企業

様へ クリーンなエネルギーを提供、太陽光パネルで発電した電力は、蓄電 池を導

入し完全自家消費。「電気は買う時代から創る時代」をテーマに、ＣＯ２ 削減、自然

で住みよい環境を提供して参ります。 ⑨.産業と技術革新の基盤をつくろう 太陽光

パネルは新たな設置方法による技術革新がすすんでいます。JRC では、駐 車場の

路面に設置する太陽光パネル、構造上設置不可能であった建物には、薄く て軽量

なフレキシブル太陽光パネルを採用し、更なる再生可能エネルギー導入に 向け活

動して参ります。。 ⑪.住み続けられる町づくりを 少子高齢化問題、空き家問題に立

ち向かい、リフォーム工事業の経験を生かし て、バリアフリー化で安心な暮らしを、

空き家再生のお手伝いをネットワークを 通じて地域の活性化に貢献いたします。

JRC は創業して以来、現在も水道・ガス 本管工事を行っております。住みよい暮ら

しはインフラからをモットーに地域に 貢献して参ります。 
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特定非営利活動法人 

市民活動を支える会 

"私たちは、地域における市民(市民活動団体)の自発的、自立的活動の促進・支

援、市民活動団体の相互交流の推進及び、市民と企業、行政とのパートナーシップ

の形成を促進することを目的とし、現在はおだわら市民交流センター（以下ＵＭＥＣ

Ｏと称す）の指定管理者として、ＵＭＥＣＯの各種事業を展開しています。 

ＵＭＥＣＯには教育・まちづくり・エネルギー・環境等、ＳＤＧｓの目標に沿った活動を

進めている団体が数多く登録されており、私どもの実施する事業において、団体へ

の支援・協力をすることで、持続可能な１７の目標達成に取り組んでいます。 

また、男女共同参画社会の形成やジェンダー平等、若者の活躍推進等にも自らの

事業展開を行っています。 
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今後も中間支援組織として、活動を行う団体を支援し、１７の目標達成をめざしてま

いります。" 

32 
一般社団法人  

障がい者アート協会 

・ゴール 8：働きがいも経済成長も 

 各種障害により就労機会や社会参加機会に恵まれない小田原市内の障害者当事

者に対して、彼ら彼女らの生み出すアート作品を、小田原市内の企業が自らの事業

活動で活用することで、障害者当事者の就労あるいは社会参加の機会を生み出す

という取り組みを行う。 

 

・ゴール 9：産業と技術革新の基盤を作ろう 

 「障害者が生み出すアート作品を企業がその事業活動で活用することにより、企業

価値を向上させる」という思考のイノベーションにより、一社でも多くの小田原市内の

企業が自社ノベルティグッズに障害者のアート作品を活用し、国内において年間300

億と言われるノベルティグッズマーケットの拡大に寄与できるような基盤づくりに取り

組む。 

 

・ゴール 10：人や国の不平等をなくそう 

 アート活動を続ける多くの障害者に共通しているハンディキャップである「発信力」

と「コミュニケーション力」をサポートすることで、健常者と同じ前提条件で小田原市内

の企業がアートを活用する際の選択肢に入れるよう取り組む。 

 

33 
商業印刷株式会社  

小田原工場 

当社はグラビア印刷を通して持続可能な社会の実現を目指します。 

印刷時に大量の損紙と廃インキを出す為、環境への影響が問題視されています。 

しかしグラビア印刷は、食品包材等に欠かせない印刷として最も浸透している印刷

方式です。 

当社目標として、4 つの取り組みを掲げ、持続可能な経済・社会づくりに貢献します。 

・印刷時に損紙として出る基材を分別し、フィルムは燃料エネルギーとし再利用し、ア

ルミ箔はリサイクル１００%を目指しています。 

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・印刷室内の照明は LED 照明に交換し、省エネの推進に勤め、又電力監視システ

ムを導入し電力の見える化を実施しています 

・ペットボトルキャップを回収し、世界の子供達へポリオワクチン等の購入のための寄

付をしています。 

・ベルマークを回収し教材購入費の寄付をしています。 

・営業車はアイドリングストップを実施し騒音防止、排ガス抑制及び地球温暖化防止

に努めています 

34 SHOWCASE 株式会社  

"SHOWCASE はこどもの作品を立体的にデジタルで展示・保存するサービスを提供

しています。こどもの成長は外見だけではなく、内面的にも成長をし続けています。

そして幼少期においてはその表現方法は絵を描くカタチをつくるなどのことで表現さ

れることが多く、その創造力は大人が考えもしない力を秘めています。 

また植え付けられた常識がないことから物事を根本的な視点から疑問・好奇心を持

ち時に大きな発見へとつながります。 

そしてAIなどが台頭していくこれからの時代に必要となる、点数では測りにくい力「非

認知能力」を育むために、こどもの創造力という視点から教育へとつなげていきま

す。 

SHOWCASE は「こどもたちがワクワクできる環境・社会をつくる」ことをビジョンとして

掲げており、それには子育てしている親がワクワクしてる環境・社会が必要だと考えて

おり、その一歩として子育てしている親が働きやすい環境の整備を目指しています。 

"      

 

35 

湘南 

ステーションビル株式会社 

(ラスカ小田原店) 

・食品ロス削減を目的としたスタッフ向け臨時販売の実施 

・今後フードドライブも検討(10 月食品ロス削減月間に向け実施検討) 

・衣料品下取りキャンペーンの実施(2018.2019 年実施、2022 年実施検討) 

・社員の健康促進のため、地域と連携して湘南国際マラソン・よさこいに参加 

・管理職に占める女性労働者の割合(69.7％/2021 年度実績) 

・ラスカ小田原館内の水道、井戸水を 80％利用 

・倉庫、避難階段等は、人感センサーを利用し節電を徹底 

 

 

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・仕事と子育てとの両立を図るため、フレックスタイム導入を検討 

・育児休職・看護休職の取得状況を 

 男性：計画期間中に 1 人以上の取得 

 女性：取得率 80％以上      目指す。(実績：男性 0％、女性 100％) 

・有給休暇取得率(2020 年実績)：82％ 

・全社員の年次有給休暇取得率を 90％以上を目指す 

・JR グループ企業として、積極的な公共交通機関の利用を推進 

・ハザードマップや避難所をショップ向けにマニュアルとして掲示 

・レジ袋を有料化し、エコバッグの利用を促進 

・ラスカ小田原店スタッフによる海岸清掃の実施検討 

・屋上庭園の緑化 

・間伐材を利用しお箸製作イベントをお客さま向けに実施 

・人権・コンプライアンス研修を実施、資格取得の支援制度 

36 
株式会社 湘南ベルマーレ

フットサルクラブ 

・学校教育への貢献として「小学校体育巡回授業」により子どものライフスキル向上に

寄与しています。 

・ガンで亡くなった選手の意志を引き継ぎ「小児がん啓発」活動をおこなっています。 

・動物との共生社会を継続させるために「動物殺処分 0」の啓発を行なっています。 

・海、川、陸の「美化運動」に参加しています。 

・国内トップスポーツチームにおいても女性コーチングスタッフの登用をし、性別に捉

われない組織づくりをしたいます。 

・養護学校にて障がい児に向けた体育授業の実施。 

・ホームゲーム時に配布されるチラシに障がいを抱える方がデザインしたイラストを採

用しています。 

・地域スポンサーや地域パートナー企業、後援会と連携して社会課題解決プロジェク

トを推進しています。 

・障がい者就労支援事業と連携し、そこで生産された農作物の販売機会を創出して

います。 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 

37 SHIN4NY 株式会社 

「誰も取り残さない人に寄りそうセンシング技術 - SDGs を日常生活からサポート」 

SHIN4NY（株）は、言葉で伝えられない思いを可視化し、持続可能な社会を実現す

る革新的なセンシング技術の開発を行っています。この技術は、日本発を基盤に、

日常生活の中にある「ちょっと、いいよね」「なんか、いいよね」を少しでも多く実現す

ることを目標としています。具体的には、オンラインでの専門家相談、幼児・高齢者の

モニタリング、心の元気のセルフチェック（コロナ禍でストレス抱える学生が気軽に利

用できるプロダクトを検討します）、相手が受ける印象を考慮した話し方トレーニン

グ、インターネット空間でのリアルタイム感情センシング、クリエイティブな仕事や学習

の適応度（日によって変化）、快適度の評価、生活上の異常検知などでの貢献を目

指します。人を理解し、人に寄りそうセンシング技術を確立することで、一つでも多く

の笑顔を増やします。      

 

 

38 株式会社 StockBase 

弊社では「モノと想いを循環させ、豊かさを分かち合う社会へ」という理念のもと、物

品を有効活用したい企業と提供品を受け取りたい団体をつなぐマッチングプラットフ

ォームを運営しています。今までに 92t 以上の食料品や日用品をフードバンクや子

ども食堂に届けてきました。今では全国の 100 以上の団体にサービスをご利用いた

だいております。弊社では 3 つの SDGs の目標にコミットしています。一つ目は「１：

貧困をなくそう」です。こども食堂や生活支援団体にもサービスを利用していただい

ており、間接的に貧困層への支援を実現しています。二つ目は、「11：住み続けられ

るまちづくりを」です。こども食堂やフードパントリーへの支援によって、都市での貧困

の人々が置かれている状況を改善するための取り組みを果たしています。また、有

効活用されたことで廃棄によりで出るはずだった二酸化炭素の量を削減することがで

きます。三つ目は「12：つくる責任つかう責任」です。役目を果たし入れ替え期になっ

た災害備蓄食も「食」として有効活用することで消費まで設計した備蓄を促し、食品ロ

スの削減・循環型社会の実現に貢献します。 

 

39 3Reee 合同会社 

ひとりひとりのより心豊かな社会生活の実現を目指すウェルネスカンパニーです。 地

域/街に根ざしたお寺の支援を通じて、「癒し」「つながり」「学び」の価値を提供するこ

とに よって個人/組織/社会のウェルビーイングを実現していきます。 ①お寺の機能

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
的価値の向上による地域コミュニティ作り お寺は法要/葬儀/墓といった機能だけで

なく、歴史/生き方/自然などの価値を持っています。 都市/地方関係なく、数多存

在するお寺を現代のストレス社会から解放される/発散できる場所とし て、価値を創

造します。 坐禅やお寺ヨガを初めとした体験型イベントからオンライン人生相談会な

どを企画/運営を支援して います。 ②お寺のマーケティング支援による地域の方と

の接点構築 エンドユーザーが気軽にアクセスし、接点を持てるようにクリエイティブと

テクノロジーを駆使 し、地域とのつながりを再構築致します。 Web 制作やシステム

提供によるマーケティング DX 支援を行います。 宗派や業種業界を越えて、パート

ナーシップを構築することでウェスネスな文化を醸成します。 www.3reee.company 

40 
スルガ銀行株式会社 

小田原支店 

●社員が活躍・成長できる環境の整備 

・小田原 L エール（女性活躍推進優良企業）ゴールドステージ認定。 

・えるぼし（女性活躍推進法に基づく優良企業）3 段階目の認定。 

・産休育休や時短勤務制度、介護休暇などの導入、男性社員の育休取得率の向

上。 

・社員の健康を考えた定期的な健康診断の実施や健康休暇の導入により、社員全

員の心身の健康増進による快適な職場づくり。 

●業務のデジタル化推進による環境負荷の低減 

・デジタル通帳やインターネットバンキングの利用を推進。 

・タブレットを活用した手続きにより、紙の申請書を削減。 

・小田原デジタルイノベーション協議会への参画。 

●サステナブルな地域経済・社会の構築 

・企画政策課と連携した、移住定住を後押しする住宅ローンの推進。 

・年齢や性別、国籍に関わらず、個人事業主や外国人のお客様向けのローン商品も

充実させるなど、多くの方が利用しやすい商品がある。 

 

41 
スルガ銀行株式会社 

小田原東支店 

●社員が活躍・成長できる環境の整備 

・小田原 L エール（女性活躍推進優良企業）ゴールドステージ認定。 

・えるぼし（女性活躍推進法に基づく優良企業）3 段階目の認定。 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
・産休育休や時短勤務制度、介護休暇などの導入、男性社員の育休取得率の向

上。 

・社員の健康を考えた定期的な健康診断の実施や健康休暇の導入により、社員全

員の心身の健康増進による快適な職場づくり。 

●業務のデジタル化推進による環境負荷の低減 

・デジタル通帳やインターネットバンキングの利用を推進。 

・タブレットを活用した手続きにより、紙の申請書を削減。 

・小田原デジタルイノベーション協議会への参画。 

●サステナブルな地域経済・社会の構築 

・企画政策課と連携した、移住定住を後押しする住宅ローンの推進。 

・年齢や性別、国籍に関わらず、個人事業主や外国人のお客様向けのローン商品も

充実させるなど、多くの方が利用しやすい商品がある。 

42 株式会社 2nd-Leg  

弊社では、社会貢献をキーワードに美容サロンの運営意外にも幅広 

く活動を行なっております。 

その中でも特に、SDGs の目標の 1 つでもある【ジェンダー平等を実現しよう】という項

目に力を入れております。 

LGBTQ＋方々を対象に、美容業界を発端に～髪を通して一人一人の個性がより輝

く社会～ にすべく、積極的にご来店のきっかけを発信しております。 

大手企業花王のブランドライン PANTENE が発信する＃Pride Hair という活動にも公

式に賛同し、日本の美容業界でも有数のジェンダーレス認定サロンとして展開してい

ます。 

また、消費者だけではなく、flammeum で働く美容師としても LGBTQ＋の方を説教的

に採用し、それぞれの個性と価値観を一つのサロン、一つの会社の中で承認しあえ

る環境を整えるべく、ジェンダーレスに関する動画や情報を定期的に全スタッフに対

して発信しております。 

ジェンダーレス認定サロンに送られる SDGs と PANTENE が企画する＃Pride Hair の

公式のロゴをサロンの受付に設置したり、その写真をブログや SNS、ホームページな

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
どで発信したところ、実際に LGBTQ＋の方が足を運んでいただく機会が増えまし

た。 

お客様が最初から自身の状況や悩みを打ち明けていただけるので、担当するスタッ

フもスムーズに会話や施術入る事ができ、お互いに安心感が生まれています。 

お客様だけではなく、ジェンダーレスサロンの発信を見ましたと、LGBTQ＋の方の求

人の問い合わせもあり、お互いに「一緒に LGBTQ＋の美容師さんが働きやすい環

境を作っていこう」という話ができ、快く採用に繋がって活躍してくれています。 

まだまだ日本では世間の常識も含め、理解や周知が進んでおらず、少しナイーブな

分野になりますが、この＃Pride Hair の活動を通して、美容師側も個性や理想を求め

ているお客様も、【より自分らしく】髪を通じてオシャレを楽しめる環境を、誰もが偏見

を持たず、違和感も感じず、それが当たり前のように表現できる世界を美容業界から

目指して行きます。 

43 
積水ハウス株式会社  

神奈川シャーメゾン支店 

2018 年 1 月、日本初全住戸 ZEH 賃貸を建築。ZEH 集合住宅の補助金採択率は

積水ハウスが半数を占め、建築実績も 2 年連続業界 No.1（ZEH デベロッパー実績

報告/（一社）環境共創イニシアチブ）。 

賃貸住宅の ZEH 市場の創出に向けた取組みを評価いただき 「令和 2 年度気候変

動アクション環境大臣表彰」にて 164 社の中から最高位である「気候変動アクション

大賞」を受賞。 

業界 No.1 の実績・ノウハウで施主様の長期安定経営に貢献いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

                          

44 
積水ハウス株式会社 

湘南支店  

・高い断熱性と省エネ設備、太陽光発電などの創エネ設備により CO2 排出量を削減

しエネルギー収支ゼロを目指します。環境に配慮しつつ、暑い夏も寒い冬もいつも

快適で経済的に過ごせる暮らしを提案しています。 

・2018 年 9 月から、「男性育児休業制度」の運用を開始し、3 歳未満の子を持つ男性

社員、1 カ月以上の育児休業取得 100％達成を目指しています。 

 

 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
誰もが活躍できる働き方の推進などにより、社会課題の解決につながる 

多彩な提案や技術開発に生かしています。                

・2001 年より、地域の生態系に配慮した在来種を積極的に提案するまちづくり・庭づ

くりでの取り組みである「5 本の樹」計画を推進し、年間約 100 万本、累積本数 1700

万本以上を植栽しています。本社のある梅田スカイビル（大阪市）北側にも、多様な

生きものを育み、人と自然の共生に寄与する「里山」を再現しています。                           

・当社では障がい者雇用を積極的に推進しています。障害のある従業員の活躍を推

進するために事業所のバリアフリー基準を設定して職場環境改善の推進を進めてい

ます。                                                

45 
第一環境株式会社 

小田原営業所 

第一環境は、国連が掲げる「持続可能な開発目標」（SDGs）に賛同し、事業活動を通

じ持続可能な社会実現に向けて取り組んでまいります。 

【安全な水の供給、水資源の保全】 

・水源林の継続的清掃活動 

・加圧式給水車を自社保有し災害に対応 

・無農薬栽培による土壌保護実施 

【地域社会への貢献】 

・企業農園の収穫野菜のこども食堂への寄付など、こどもの貧困への支援活動 

・地域の見守り活動 

・性別や障がいにとらわれない就業環境の提供 

・地元雇用推進 

・地元企業との協業 

・地域清掃ボランティア活動による支援 

【働きやすい職場環境の整備】 

・就労機会が限られた障がい者雇用の農園運営による、自立の支援 

・感染症対策など従業員への衛生管理体制促進 

・安全運転管理者設置、自動ブレーキ搭載車促進 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 

46 
第一生命保険株式会社 

平塚支社   

・コロナ禍の運動不足解消のため、定期的にお客様ヨガイベントを開催しています従

業員も参加し、地域のお客様と楽しみながら健康づくりを目指しています。 

・地域企業の特産品を賞品とした「地域応援キャンペーン」を行い、地域企業を応援

しています。 

・定期的に年金セミナーを開催し、資産形成づくりのお手伝いをしています。セミナ

ー参加の来社が難しい方には、オンラインでも参加いただけるようにしています。 

・小田原市と健康づくりに関する包括連携協定を締結しており、がん検診などの案内

を配布し、地域の健康づくりに貢献するようにしています。 

・小田原警察と地域安全に関する協定を締結しており、オレオレ詐欺や、交通事故

の注意喚起を地域のお客様に行い、住み良い街づくりに協力しています。 

・DX 化(デジタル化)をすすめ、対面以外のお手続きやご案内ができるようにしまし

た。それにより、ガソリンなど CO2 の削減につながっています。  

   

 

 

47 大成トーヨー住器株式会社 

当社は、住宅資材（サッシ、水廻り商品）の販売、工事を行う会社です。 

世界のエネルギー消費量の 32％は建築部門と言われています。その上日本の住宅

は断熱性に乏しく、中でも窓から一番熱が出入りするため、その対策は喫緊の課題

です。私たちはより多くの断熱性の高いサッシ・ドア商品を供給することで、快適かつ

低燃費な住宅づくりに貢献しております。 

また、(株)LIXIL 社の「みんなにトイレをプロジェクト」に賛同し、開発途上国へ簡易式

トイレ「SATO」を寄付、世界の衛生環境にも貢献しております。 

【2021 年度のサッシ、ドア販売施工による CO2 削減貢献量】 

ＣＯ２削減貢献量     6,701 ㎏/年（前年度差＋1,797 ㎏） 

杉の木植林数          479 本分   （前年度差＋129 本分） 

ハイブリッドカー         9.6 台分   （前年度差＋1.5 台分） 

※CO2 削減量：二重サッシ設置：39.4kg/本、玄関ドア交換：11kg/本 

             窓の交換：29.9kg/本、シェード設置：7.2/本 
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48 
大和証券株式会社 

茅ヶ崎支店   

２０２１年５月当社グループでは SDGs の達成期限である２０３０年に向けた経営ビジョ

ン「2030Vision」を策定しました。「2030Vision」では、「貯蓄から SDGs へ～みんなの

お金で未来をつくる～」をコアコンセプトとし、資金循環の仕組み作りを通じた SDGs

の実現を目指します。その達成のために、特に注力すべき重点分野・重点課題を 

「マテリアリティ」として特定しました。 

重点分野として、「人生 100 年時代」「イノベーション」「グリーン＆ソーシャル」「ダイバ

ーシティ＆インクルージョン」「サステナブル経営の基盤」を掲げています。現中期経

営計画の３年を「2030Vision」に向けた最初の３年と位置づけ、各重点分野における

具体的なアクションに紐づく KPI を設定し進捗を管理しています。 

「2030Vision」におけるマテリアリティや KPI など、詳細については下記リンク先をご覧

ください。http://www.daiwa-grp.jp/sdgs/group_sdgs/value.html 

 

 

 

 

 

 

49 高助商事有限会社  

車の販売に関して、クリーンエネルギーに即したものを扱っております。また車の修

理に関してリサイクルパーツを利用し、CO2 排出を減らしていきます。                                

脱プラスチックを目指し、店内でのお茶のご利用に関しても紙ストローの利用推進し

ています。                              

継続開催イベントとして「もったいないバザー」を開催し、誰かが捨てようとしたものを

別の誰かにつかっていただく機会を設け、そこでの収益を子ども食堂への寄付に使

う取り組み（2 か月に 1 回開催）を行っております。また、使っていないスペースを地

元の方に解放し、趣味の会の方に利用していただき、地域交流を図っております。 

 

50 株式会社高部金属 

弊社は鉄及び非鉄金属資源を中心にリサイクル事業を展開しています。 

市民生活や企業から排出される鉄資源等の再利用を促進することで持続可能な社

会を構築できる事業を目指しています。 

 

取り組み事例 

＊すべての人に健康と福祉を（ペットボトルキャップ専用のごみ箱を設置、感染症予

 

 

http://www.daiwa-grp.jp/sdgs/group_sdgs/value.html
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防の為にアルコール消毒・空気清浄機・CO2 サーキュレーターを導入） 

＊質の高い教育をみんなに（個人・法人問わず無償で工場見学を実施、リサイクル

フェア参加） 

＊ジェンダー平等を実現しよう（女性を積極的に採用・時短勤務制度や住宅勤務制

度を導入） 

＊エネルギーをみんなに、そしてクリーンに（工場内の照明全て LED 照明に改修） 

＊働きがいも経済成長も（経験豊富なシルバーの方に書類作成や雑木の手入れな

どを依頼） 

＊人や国の不平等をなくそう（店舗入口にスロープ設置） 

＊住み続けられるまちづくりを（防音壁の設置・定期的な工場周辺地域の清掃・イベ

ント開催時に駐車スペースの提供） 

＊つくる責任つかう責任（デジタルサイネージ導入・分別シールの配布・環境マネジ

メントシステム取得） 

＊海の豊かさを守ろう（ペットボトルキャップ専用のゴミ箱を設置、キャップ・ラベル・ボ

トルに分別し廃棄） 

51 
株式会社ダスキン  

南関東地域本部 

・新型コロナウイルス感染症をはじめとする感染症の予防・啓発事業への協力感染

症予防の啓発チラシやポスター等をダスキン拠点やダスキンの顧客店舗に配架する

など、市民への迅速な情報の周知啓発に協力する。また、感染症対策周知啓発オリ

ジナルデザインマットを制作・設置したい。 

・食の安全安心の推進への協力 

「HACCP に沿った衛生管理」についてのセミナーを開催するなど、市内の食品等を

扱う事業者に最新の食品衛生に関する知識を習得できる機会を提供したい。 

・子どものお掃除教育への協力 

学生を対象とした出前授業や教員向けセミナー、教育支援カリキュラムを通じて子供

たちの成長に貢献したい。 
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52 DATTARUJIN 合同会社  

神奈川県内のシェアオフィスにおいて託児所を開設。一時保育利用などで子育てに

奮闘する親御さんの可処分時間を創出。これによりジェンダー平等や産休明けの職

場復帰を支援することにより働きがいや経済成長を目指す一助となることを目指す。

      

 

 

 

53 
一般社団法人 長寿会 

長寿園 

我が長寿園は、高齢者の方々が幸せに暮らすことができ、ご家族も安心できる場所

を作りたいという思いを胸に「日本の老人ホームの草分け」として生まれました。「人生

の目的は円満幸福の生活にある」との信念に基づき高齢者がそれぞれ円満で幸福

な生活ができるよう所要の協力と支援を行うことによって社会に貢献するという経営

理念のもと、創立から６８年間、地元小田原に密着した運営を続けております。 

【現在の取組について】 

・当園では、栄養士によるカロリーコントロールや栄養相談をご入居者に個別に行っ

ており、慢性病やアレルギー等のために治療食が必要な方や咀嚼困難な方に医師・

看護師の指示又は栄養士の判断で「刻み食」「ミキサー食」等の食事を提供していま

す。またフードロスにも積極的に取組んでいます。→①② 

・当園は、高齢期におけるご入居者の心身の健康保持を個々に支援し、自己決定の

伸長・保持に基づく生活意欲と生き甲斐のある充実した生活を営めるような支援サー

ビス（アルモニーチェ・ケア）を提供しています。→③ 

・当園は、従業員の経験・資格等に応じた昇給や定期昇給判定の仕組みを設け、更

に資格取得支援や正社員雇用への転換も随時実施しています。→⑧ 

・当園は、サービスの質や人材育成、処遇改善等について一定の水準を満たしてい

る優良介護事業所に選ばれ［かながわ認証」を頂いております。→⑧ 

・当園では、定期的に地域清掃を実施しており、入生田の豊かな自然を守るために

活動を続けております。→⑮ 

【今後の取組について】 
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・団塊の世代の方が後期高齢者になる２０２５年問題に向けて、積極的に入居受入

れ体制を整えて参ります。→⑰ 

54 
一般社団法人 

つむぐ・つづる 

私たちは、農業における人手不足（担い手不足）の解消と、働きたい就労弱者に雇

用の機会を提供する仕組みを小田原の皆さんと一緒に構築することで、地域の課題

を解決すると共に、地域経済に新たな循環を生み出すことに取り組んでいます。 

・農業の人手不足解消を目指すと同時に雇用を作り出しています。 

・すべての人に就労の機会を提供し、貧困対策に取り組んでいきます。 

・農業の就労人口を増やし、生産量の増加をに取り組んでいます。 

・農業を通じた働きがいのある人間らしい仕事と同一賃金を目指しています。 

・農業と福祉の連携を通じて、地域社会における更なる共創と公平性の平準化に取

り組んでいます。 

・障がい者が安全かつ安価で容易に利用できる輸送システムを考えています。 

・小田原市との官民パートナーシップを通じて、農福連携を推進しています。 

 

 

 

55 ディアベリー株式会社 

希少植物の減少や草木の減少による土砂崩れ、それによる水源の喪失、農林業被

害、交通事故を防ぐために、管理捕獲される野生の鹿の有効利用を図るために、鹿

レザー製品の企画製造を行っております。また、森の保全に取り組む人を増やすた

めに、鹿肉の試食会や鹿レザーのクラフト会を通じて、自然と人間社会の共生を考え

直すきっかけを与える活動を行っております。 

 

56 社会福祉法人 東洋会  

"【ゴール 2】ご入居者一人一人の健康状態に配慮したメニュー・食形態を提供しま

す。栄養士と調理師が一体となり、温かく美味しい介護食を召し上がっていただける

ように工夫をしています。 

 

【ゴール 3】グループ法人である調理師専門学校が料理訪問を行い、学生がつくった

食事を実際に味わっていただき、高齢者と学生の交流の場となっています。 
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【ゴール 4】全国初の専門学校に併設された老人ホームとして、夏季講座にて介護職

員初任者研修を取得ができ、「福祉の心をもった調理師」と「調理の技術を持った介

護員」を育てます。  

 

【ゴール 8、10】海外人材を積極的に取り入れています。EPA（経済連携協定）介護福

祉士候補生の受け入れは 10 年以上継続的に受け入れており、日本人と一緒に協力

をしながら切磋琢磨しています。介護福祉士国家試験の合格者も輩出しています。 

 

【ゴール 11】当法人では小田原市から委託されている「地域包括支援センター」を２

拠点設置しております。介護支援専門員、社会福祉士等、保健師等の専門職が高

齢者の様々な相談に応じ、地域の関連機関と連携しながら、高齢者が住み慣れた地

域で安心して生活できるよう総合的な支援を行います。"   

   

57 
株式会社内藤ハウス 

横浜支店 

・プレハブ工法を採用するシステム建築メーカーとして、省資源、短工期、高品質、

安心・安全な建築・製品を継続的に提供しています。 

・ISO9001 の継続的な改善に取組み、品質管理を徹底しています。 

産学連携(大学との共同開発)により、安心・安全且つ環境に配慮した新たなシステム

建築技術の革新に取組んでいます。 

・ISO14001 の浸透、定着による継続的な環境負荷低減に取組んでいます。 

・太陽光発電によるクリーンエネルギーを毎年一定量以上、継続的に提供していま

す。 

・産業廃棄物の適正処理と分別管理の徹底による廃棄物のリサイクル推進(生産工

場)及び仮設部材のリサイクルに取り組んでいます。 

・デジタル技術等を活用した業務改革により、社員のワークライフバランスや省資源

化の推進に取組んでいます。 

・地域及び事業所の繁栄持続活動として交通事故防止(セーフティ・チャレンジ・かな

がわ)に参加します。 
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・ISO45001 の浸透、定着による安全・安心な労働安全衛生環境の継続的な改善に

取組んでいます。 

・産業廃棄物の適正処理と分別管理の徹底による廃棄物のリサイクル推進(生産工

場)及び仮設部材のリサイクルに取り組んでいます。 

・デジタル技術等を活用した業務改革により、社員のワークライフバランスや省資源

化の推進に取組んでいます。 

・地域及び事業所の繁栄持続活動として交通事故防止(セーフティ・チャレンジ・かな

がわ)に参加します。 

・ISO45001 の浸透、定着による安全・安心な労働安全衛生環境の継続的な改善に

取組んでいます。 

58 中川食肉株式会社  

"・当社は、明治 43 年の創業以来、地元小田原の地に根ざし、安心安全な食肉を提

供することに尽力しながら、地域と共に発展してきた食肉処理・小売販売・食肉卸会

社です。 

・社員全員が、食肉のプロとして、美味しさはもちろん安全・良質・新鮮な食肉へのこ

だわり、食の喜びや感動を皆様にお伝えすることを信条に発展してきました。相州牛

をはじめ、地元「神奈川」の銘柄牛、豚肉が揃います。 

・当社は地産地消をモットーにしており、消費者の皆さんに安心して頂くために、私た

ちと生産者の顔が見え、話しができる関係でありたいと考えます。 

・SDGs の取り組みとして、NPO 法人 報徳食品支援センター様にご協力いただきフ

ードロスの削減に取り組んでおります。 

・当社は加盟する「相州牛推進協議会」と共に、地産地消や循環型農業の取り組み

も進めており、小田原市の志村米店様との相州牛の堆肥を使用した「相州米」の試

験的な生産活動や、瀬戸酒造様の酒粕の飼料化などに取り組んでおります。 
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59 NAKAGAWA298   

"・当社は、明治 43 年創業の老舗・肉のプロショップとして神奈川県西部で生産され

る希少な相州牛・相州和牛をはじめ「肉のプロ」厳選の精肉を取り扱います。 

・SDGs の取り組みとして、当社は加盟する「相州牛推進協議会」と共に、地産地消や

循環型農業の取り組みも進めており、小田原市の志村米店様との相州牛の堆肥を

使用した「相州米」の試験的な生産活動など、生産者と共に持続可能な活動に取り

組んでおります。"      

 

60 中谷商工株式会社  

・弊社は当初商社形態でスタートしましたが、現在では業種の異なる製造部門を併

業し多角経営展開を行なっています。また、各部門の総合力を結集するため人材の

育成に力を入れ更なるレベルアップを図り幅広い分野でエネルギッシュに活動して

います。また、弊社がつくる責任、排出業者からこのＳＤＧｓの目指すゴール、これか

らの社会に貢献していく取り組みを小田原市に本社がある企業として参加を希望し

ました。プラスチック部門では、ＯＡ機器や事務用品等を中心とした高精度プラスチッ

ク製品の設計から成形・組立加工を関連グループと協力会社含め一貫生産できる企

業です。独自の技術によりＯＡ機器消耗品カートリッジの再生作業に取り組み、資源

の有効活用３Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ・ﾘﾕｰｽ・ﾘｻｲｸﾙ)を行なうことで廃棄物削減等の環境負荷軽

減を図っています。商事部門は、より快適な住空間環境づくりを提案する住宅設備

機器販売を中心とした総合商社的部門です。ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ・ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ・洗面化粧台・

給湯器・ｴｺｷｭｰﾄ・衛生陶器等、環境に配慮した商品を取り扱い地元の建設会社・工

務店や設備業者・ﾘﾌｫｰﾑ店や電気店・一般ﾕｰｻﾞｰ等と協力し合いながら社会へと貢

献しております。      

 

 

 

 

 

61 nanalapis 

・SDGs 商品の販売による取り組み 

アメリカハンガーメーカーの日本代理店として、SGDs 商品であるプラスチック削減

（麦わらを 40％使用）のハンガーを販売しております。プラスチック削減による環境問

題に注力し、今後も SDGs 商品を販売促進していきます。 

・健康への取り組み 

アメリカ枕メーカーの日本総代理店として、アメリカ特許取得のカスタマイズ可能枕を

販売しており、睡眠環境改善のサポートをしております。 
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・働きがいやジェンダー平等の取り組み 

女性が社会で活躍しやすい環境作りを推進しており、女性の自立や社会進出、働き

がいのある組織作りに取り組みます。 

62 株式会社 Nextwel 

・全国 3000 名以上の障害当事者に仕事を提供しています 

・障害当事者の強みを活かした仕事づくりをしています 

・障害者や高齢者だけでなく、誰もがみやすく・使いやすい Web 制作をしております 

・SDGs を活かすための Web マーケティング支援を行なっております 

 

 

63 

株式会社パイロット 

コーポレーション  

ステーショナリー 

東日本営業部  

神奈川営業所 

●環境保護と循環型社会実現への取り組みは、メーカーとして大きな責任であると

考え、環境負荷低減に寄与できる製品開発やサービスの提供を積極的に行ってい

きます。 

●多様なニーズに応えることのできる製品、サービスを通じて、人々の生活に寄り添

い、人々のより良い暮らし・豊かさを実現することで、社会的・文化的価値創造に貢

献します。 

●環境負荷の低減と循環型社会実現の一助になることを目指し使用済み筆記用具

を回収してリサイクルするペン回収プログラムに取り組みます。 

神奈川営業所は営業部門となりますので会社として取り組む SDGs 活動とともに、環

境に優しい商品や環境負荷となるトナーリサイクル等を市内の取引店様と一緒に

SDGs へのさんぁ意識の浸透を図りながら積極的に営業活動を行い、市民の皆様が

SDGｓに興味・参加意識が図れるような売り場つくりと情報の発信を取引店と一緒に

取り組みたいと考えています。 

 

 

 

64 株式会社八洋 

・私たち八洋は「生活インフラ企業」として、SDGs の実現に事業を通じて貢献しま

す。 

・ボランティア・ベンダーでは、自販機で飲料が購買されるごとに、自動的に設置、飲

料メーカー、八洋の三者から 1 本当たり各 1 円ずつ（計 3 円）の寄付が集まる募金

型自販機です。SDGs への取り組みについて検討中の企業や事業所にとっても、

「設置するだけで社会貢献につながる仕組み」という観点から、大いに注目を集めて

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
います。 

累計 1 億 4 千万を超える寄付金は「国土緑化推進機構、埼玉共同募金会、さわや

か福祉財団、ハンガー・フリー・ワールド、世界自然保護基金ジャパン、J．POSH（日

本乳がんピンクリボン運動）、」など、37 の団体に贈られ、さまざまな分野で役立って

います。 

・その他、災害時に無償で商品をお飲みいただける災害対応自販機や地域への飲

料供給、様々な視点から SDGs が目指す未来の実現に貢献したいと考えています。 

65 
ヒルトン小田原 

リゾート＆スパ 

当ホテルは、TWP（Travel with Purpose)という活動名で SDGs を念頭に置いた社会

貢献活動を行っております。ダイバーシティ＆インクルージョンへの理解と浸透を目

指し、ジェンダーの平等だけにとどまらない様々なレイヤーでの思いやり、相互理解

を広める活動をしています。3 月 8 日の国際女性デーでは、2022 のテーマである

#Break the Bias について一人一人が小さな一歩で何ができるか考える機会を持ち

ました。将来も魚を食べ続けていくことができるように、水産資源や環境に配慮し適

切に管理された漁業で獲られた水産物、あるいは環境と社会への影響を最小限に

抑えた養殖場で育てられた水産物を使用しています。サステナブル・シーフードへの

取組において、以下の達成を目指しています。 

１、危機に瀕する種を守る 

２、サステナブルなシーフードを優先調達する 

３、サステナブルなシーフードの調達に向けての活動や投資を行う 

連泊のお客様に対して不要なリネン交換の低減推奨を行っています。客室アメニテ

ィーやレストランでの使い捨てプラスチック製品の廃止及び代替製品への移行を行

っています。 

クールビズの推奨、高効率機器の導入により省エネ/節電に取り組んでいます。 

全館 LED 照明化を目指し更新を進めています。 

小田原市母子寡婦福祉会と連携して、母子家庭の生活向上に質することを目的に、

定期的なフードバンクを行っています。（食料品は、セカンドハーベストジャパンや、

NPO 法人報徳食品支援センターにご協力いただいています） 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
地域の小学生が公共交通機関の減便に伴い通学が困難となった際に、学ぶ機会が

途絶えない様、今必要な手助けを迅速に行うことで学校教育に貢献しています。 

66 富士急湘南バス株式会社 

・公共交通の利用促進と小田原市の CO2 排出量の削減を図るため、バス事 

 業者・商業者・行政の官民連携により、自家用車からエコな公共交通へ 

 の転換を促進するとともに市民のおでかけの機会の増加を図ります。 

・また、市民の生活に必要不可欠な公共交通の維持・確保に向けて、バス 

 の利用者を増やすため、将来の利用者となる小学生を対象に、バスの乗 

 り方や車内マナーが楽しく学べるバスの乗り方教室を行政と連携しなが 

 ら取り組んでいます。 

・上記の取組みにより、気候変動に具体的な対策を行うとともに、住み続 

 けられるまちづくりの推進のため、パートナーシップにより、目標を達 

 成しようとするものです。 

 

67 BREW STUDIO, Inc. 

・BREW STUDIO, Inc.（ブルースタジオ）は「Break through Walls 」を合言葉に、壁を

越えて共創することで体験価値の創造・課題解決にコミットするコラボレーション・スタ

ジオです。 

・「Brew a Creativity」人が本来持つ創造性を引き出すことで、もっと自由にコラボレ

ーションできる世界を醸成していきます。 

・当社は小田原市内の企業のブランディング・広報の共創をはじめ、小田原市の

SDGs の普及啓発事業「ThinkMIRAI」のブランディング・パートナーとして広報・PR 活

動などのクリエイティブ領域を支援しています。 

・地域の SDGs の取り組みを広く PR・広報することで、地域の交流促進や街の活性

化、SDGs の取り組みについての普及啓発に取り組んでいます 

 

68 保育園大空 

日々の活動や絵本の読み聞かせを通じ、保育している子供たちに SDGs の目指すゴ

ールを伝えていきます。日々の活動や絵本の読み聞かせを通じ、保育している子供 

たちに SDGs の目指すゴールを伝えていきます。 

２.食品ロスをなくす為に、給食を全部食べるという目標をたてます。 

  



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
  食べるものが満足にない国があることを伝えています。 

４.様々なイベントをしたり、園外での活動をしています。 

５.男の子と女の子の区別をつけない保育をしています。 

  男性保育士がいます。 

６.水は「命の水」と伝え、災害時の水の大切さを知らせています。 

  水道の水は、きちんと閉めるように指導しています。 

１０．外国の方と交流を持つようにしています。 

１１．散歩に行き、地域の様子を伝えています。 

１２．廃材を使って製作したり、作った物を大切にするように 伝えています。 

１４．１５．食育の日を設けて、魚の生態を知らせたり、野菜や、食品を見せたり、植物

や野菜を育てたりしています。海や川に行き、自然環境の素晴らしさを伝えてい

ます。 

１６．大きなニュースや身近な出来事を簡単な言葉で、伝えています。                 

69 訪問美容 PImo 

「髪をきりたい」「綺麗でいたい」そんな普遍的な想いを、高齢や障がい、妊娠、育児

などの理由で容易に叶えられない方々。 

「訪問美容 plmo」はそんな方々のために、自宅や施設などご希望の場所へ訪問し、

ヘアカットをはじめとした“美容サービス”を提供する「訪問美容事業」を展開していま

す。美容サービスを受けることで見た目が変わり気持ちが軽くなるだけではなく、施

術中の何気ない談笑や、非日常の空気を感じることで心身ともに晴れやかになりま

す。そして、それは心の健康にもつながります。 

“誰一人置き去りにしない”髪の手に困っている人のところへ駆けつけ、コミュニケー

ションと美容施術で心身ともに健やかになっていただき、感謝される。 

そんな働きがいのある人間らしいお仕事「訪問美容」を広めていきます。 

また、時間的自由度の高い働き方を推進することにより、出産、育児などの理由で復

帰できずにいる人材の社会進出に貢献していきます。 
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70 真壁畳店 

"小田原市橘地域にある創業明治 26 年の真壁畳店です。 

これから当店の SDGｓについての取り組みについて説明していきます。 

 

３．すべての人に健康と福祉を 

天然素材のい草で織られた畳表には、空気浄化、保温、断熱性、調温効果、抗菌効

果、リラックス効果、睡眠効果、集中力アップなど沢山の機能性があり、赤ちゃんが安

心して使用できる素材です。 

４．質の高い教育をみんなに 

以前から地元中学生の職場体験の受け入れをして、働くことを学んでいただいてい

ます。 

１１．住み続けられるまちづくりを 

畳の魅力を PR して、住みやすいまちづくりに取り組んでいきます。 

１２．作る責任、つかう責任 

使用後の畳表（天然い草）は、農家さんが梅や豆を干す事に使用しており、畳縁は、

藁や枝を縛る事に再利用いただいています。 

１３．気候変動に具体的な対策を 

天然素材の畳には調温効果があり、夏は涼しく冬は暖かい特徴があります。 

１４．海の豊かさを守ろう １５．陸の豊かさも守ろう 

天然い草で織られた畳表の経糸、綿、麻綿はすべて土に還る素材でできています。 

古い畳床（ワラ床）、古い天然畳表は肥料として畑等に使用されます。 

 

今後も持続可能な開発目標の達成に向けて取り組んでいきます。"  
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71 松浦建設株式会社 

・ＺＥＨビルダー登録事業者です。ゼロ・エネルギー・ハウスを実証します。 

・廃棄物の適切な分別、リサイクル推進し、ゴミの排出量削減を行っています。 

・小田原市女性活躍推進優良企業認定制度ゴールドステージ認定を授与しました。

柔軟な働き方を推進し、女性が活躍できる環境づくりを行っています。 

・経験豊かな高齢者の雇用を推進。年齢制限のない雇用に取り組んでいます。 

・有給休暇取得奨励やスポーツジム等を活用し心と身体の健康管理に取り組んでい

ます。 

・認定 NPO 法人への支援活動を行っています。 

 

72 
医療法人社団綾和会  

間中病院 

①「2：飢餓をゼロに」 

栄養科にて：残食量低下のため、献立や調理方法の検討・改善を行っている。 

 

②「3：すべての人に健康と福祉を」 

リハ部にて：幸地区自治区まちづくり委員会での健康教室実施。各自治体での同取

り組みに参画している。 

 

③「4：質の高い教育をみんなに」 

リハ部にて：リハビリテーション養成校にて講演を実施し、教育に携わっている。 

 

④「7:エネルギーをみんなに、そしてクリーンに」 

訪問リハビリで使用している車の一部で電気自動車を使用している。 

 

⑤「8：働きがいも経済成長も」 

看護部にて：子育てママさんを支援:ベビーシッター補助や、子供の看護休暇などを

導入。そのママさん看護師の活躍により、地域で暮らす住民の方々が、安心して住

み続けられるような看護人財の育成に注力。今後は看護師が街に出て活動できるよ

うな取り組みも計画中。間中病院 VISION：「一丸となってまちづくりに貢献する」達成

を目指している。 
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⑥「11:住み続けられるまちづくりを」 

小田原西湘地区で充実した環境での質の高い医療を提供。退院後も訪問診療や訪

問リハビリを行い、地域で長く住み続けられる取り組みをしている。 

73 
株式会社みずほ銀行  

小田原支店 

みずほは、環境の保全および内外の経済・産業・社会の持続的な発展・繁栄に貢献

することを目指しております。 

それを踏まえ、みずほ銀行小田原支店においては、地域の持続的成長に貢献すべ

く、以下の取組を行って参ります。 

【少子高齢化と健康・長寿】 

将来に備えた資産形成ニーズへの対応およびライフスタイルの多様性に応じた他愛

利便性の提供 

【産業発展とイノベーション】 

円滑な事業継承や産業構造転換・DX における金融・非金融サービスの提供 

【健全な経済成長】 

デジタル化・キャッシュレス化に向けたインフラ・サービスの提供 

【人材】 

人材育成と働きがいのある職場づくり 

【環境・社会】 

金融経済教育や地域振興に資する活動の推進 

 

 

74 株式会社 未来創造研究所 

 "•弊社は沖縄にて、障がい者の就労『スーパーチャレンジセンターミライ』「就労継

続支援 B 型」施設４ヶ所を運営しています。 

 

•障がいのある方たちの「働きたい」をサポート。やりがいを見つけられるお手伝いをし

ています。個々の障がいに合わせた無理のない働き方を支援。またバリアフリーな仕

事環境を提供しています。アットホームな雰囲気で、利用者が毎日、笑顔で通ってい

ただける職場環境を目指しています。 
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•『スーパーチャレンジセンターミライ』では、全国平均時給の倍の時給 300 円を基準

工賃として支給しています。引き続き賃金の向上に努めて参ります。 

 

•この度、小田原市での「SDGs」への取り組みに賛同し、多様性を認め合う社会の中

で、これからの障がい者の福祉のあり方を考えてゆきたいと思います。小田原市への

事業所開設に向け準備を進めて参ります。"    

75 
株式会社メディセオ  

小田原支店   

弊社が取り扱う医薬品や生活必需品は生命や健康を支えるものであり、それらを平

時・有事を問わず全国に安定的に供給し、人々の健やかな暮らしを流通で支えるこ

とが、持続可能な社会を築くことにつながると考えております。 

持続可能な社会に向けた取り組みとして、 

・様々な温度帯に対応した保管・配送システムによる、新型コロナウィルスや希少疾

病用医薬品の安定供給の実現。 

・サプライチェーンの全体最適を見据えたソリューションの創造による環境負荷の軽

減、お得意様を含む関係各社の生産性向上、働き方改革への貢献。 

・医療機関に最適な医薬品の在庫量や配送スケジュールを分析し、発注業務の効

率化と配送回数の適正化を図ることによる、医療従事者が本来業務に関わる時間の

創出と CO2 排出量の削減。 

・ダイバーシティの推進による、自ら学ぶ環境の充実、女性が活躍出来る環境づく

り、次世代を担う人材育成、皆が働きやすい職場環境づくり。 

これらを目標に取り組んでおります。"      

 

 

76 株式会社山安 

山安は美味しくて、安全な干物を適正価格で提供しています。 

・毎年『山安さんま祭り』を開催し、無償で焼さんまを提供することで募金を募り、小田

原市ふるさとみどり基金への寄付を行っています。ふるさとみどり基金の森林保全活

動を通じて自然環境の保護に寄与しています。 

・本社工場、羽根尾冷凍倉庫、販売店舗の屋上に太陽光パネルを設置し、再生可

能エネルギーを活用しています。また、湘南電力社の電力を利用し、地産エネルギ

ーも活用しています。 
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・骨まで食べられる『骨までﾊﾟｸｯと』シリーズを開発、販売することで、家庭での残飯

の排出量を減らすことに貢献しています。 

・生産工程で出る魚の内臓等をリサイクルし、資源化に取り組んでいます。 

・なりわい体験、小学校の工場見学を通じて、地域の小学生の干物文化への理解を

深め、次代への継承を進めています。 

・２０名を超える６５才以上のシニアスタッフに勤務していただいています。幅広い年

齢層、男女の性別に関係なく活躍できる環境を整えています。 

77 株式会社ライフスタイルラボ 

株式会社ライフスタイルラボは小田原市全域にて高齢者向け配食であるラ

イフデリ小田原城下町店を運営しております。 

高齢者へのお弁当の配達・安否確認・お薬の服用等を実施しております。 

従業員の女性割合は 9割りとなっており、子育てと両立して働ける環境と

なっております。また配食業界では珍しいヘルパーや准看護師の資格者を

採用しており、何かあった場合対処出来る体制となっております。 

2025年以降高齢社会が加速する中でお弁当の配食だけではなく、ご高齢者

の見守りを担って参ります。 

 

 

78 株式会社ラ・ギターラ 

私どもは「徹底的にワーケーター目線」で「本当に役立つ」情報を神奈川から発信す

るワーケーション専門 Web メディア「神奈川ワーケーション Navi」を運営しておりま

す。 

https://workation.kanagawa.jp 

 

「仕事（Work）」と「余暇（Vacation）」を両立する新たな旅のスタイルとして注目される

ワーケーションの事業において、弊社は主に２つのゴールの達成に向けた取組みを

行っています。 

 

目標 8 の「働きがいも、経済成長も」では、特に「目標 8-9：2030 年までに、雇用創

出、地元の文化・産品の販促につながる持続可能な観光業を促進するための政策

を立案し実施する。」に向けて、小田原市内でのワーケーションによる観光振興と情

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
報発信に貢献します。 

 

目標 11「住み続けられるまちづくりを」では、特に「11-a：各国・地域規模の開発計画

の強化を通じて、経済、社会、環境面における都市部、都市周辺部及び農村部間の

良好なつながりを支援する。」に向けて、都市部の人財を小田原市内に呼び込み、

地域との良好なつながりを構築することを支援します。 

79 
リスク計測テクノロジーズ 

株式会社 

社会・企業が直面する様々なリスクを見える化し、効果的なリスク削減策を講じること

で持続的発展に貢献します。データアナリティクスを駆使したリスク管理モデリング

（与信管理、イベント発生確率の推定等）、ストレスシナリオ策定（気候関連リスクを含

む）、ガバナンス等のアドバイザリー業務を提供しています。人、動物、モノ等が発す

る音を解析し、状態の把握から将来の状態変化までを予測します。声だけ 5 秒でモ

チベーションを可視化する Motivel で効果的な人のセンシングを実現、さらに、働く

現場（交通、畜産、サービス等）の音声解析で人手不足や企業行動の最適化（効率

的資源配分、物価高騰や CO2 削減に対応）を支援します。  

         

 

 

 

 

80 株式会社 llinno 

・運営メディア(http;//adamas.news/startup_index_japan/) にて、次世代をリードし、

SDGs を推進するテクノロジーを持つ日本のスタートアップの紹介に力を入れていき

ます。 

・海外の投資家、起業家、転職希望者が日本の経済やスタートアップの情報に公平

にアクセスできるように、英語での情報提供をしております。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

    

 

 

81 
株式会社ワンストップ 

ビジネスセンター 

【社内に向けての取り組み】 

• 年齢や性別に関係なく、リモートワークを通じて誰もが働きやすい職場環境と体制

を整備します。 

• オフィスでのこまめな節電と節水を呼びかけています。 

 



おだわら SDGsパートナー（令和４年８月登録）の活動概要と掲げるゴール 
• 再利用できるものをリサイクル資源として有効活用しています。 

• 定期的な健康診断、ストレスチェックや面談で身体と心の健康をはかっていきま

す。 

• SDGs への取り組みを弊社ホームページや SNS を通じて発信していきます。 

 

【顧客に向けての取り組み】 

弊社では特に 8「働きがいも経済成長も」、9「産業と技術革新の基盤を作ろう」につい

ての貢献を目指しています。起業の障壁を低くすることにより、より多くの方々が起業

にチャレンジしやすくなり、新産業の想像やディーセント・ワーク（働きがいのある人間

らしい仕事）の推進に貢献が可能です。また、バーチャルオフィスの導入によりリモー

トワークの比率をより高めていただくことで、物理的な自由度が格段に向上します。 

 

本業を通しバーチャルオフィスサービスを広げていくことが、すべての人のための持

続的、包摂的かつ持続可能な経済成長の達成の一助となると考えています。 

 


